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৉మपॺॖঞಉをਝऐॊৃ়मؚළ水ဓをਝऐළ水ポンプदポンプ॔ॵプघॊಓଛシステムऋ
঳ಹ৓दघ。しऊしؚළ水ဓपਈ଩଒のළ水ऋଋॉؚபႝ৅েقঅঝআॵॺਖ਻كのਉ౤とऩॉ
ऽघ。ऽたؚใோの઱ਝपॺॖঞऩन水ৃをਝ置घॊৃ়पؚ下మのઞ用૾யृ排水ଵのᐉଦを
ન保घॊऒとऋ൑୔दँॊऒとपेॉؚ૵୛घॊৃ়ुँॉऽघ。
ऒのेअऩਖ਻をੰ଎घसऎؚಓଛシステムप৻ॎॊਃ༊排水システムとしてؚ真空ق౥৸ऩ

真空दऩऎؚ੖ಓ૾ଙのਔ௡كを利用した排水システムऋઅ੧औोてःऽघ。
しऊしؚ੗ऎऋজইॺ॔ॵプৌૢऊैਞั೴়ลਬしてःॊ真空ૄ下水੊システムをૢ用して

ःॊたीؚ๱ఠ・ஷ৿ऋ৅েघॊਖ਻ऋँॉऽघ。

१ॖঞথॺઌ૬ൾ਷३५ॸ঒धम

ഴᩳ䝇イ䝑䝏

真空排水ᘚ

検知桝

真空ポン䝥

মシステムमؚ空ਞをลਬしऩः্ૄपेॉؚ๱ఠ・ஷ৿ਖ਻をੰ଎दऌॊ१ॖঞンॺ真空排
水システムを৫৅しऽした。

トイ䝺をᩜ設した䛔䛡䛹䞉䞉䞉

໙配が☜ಖで䛝䛺䛔し䞉䞉䞉 排水配管䝹-トが、ฝพに䛺るし䛺䛑

㟁㌴㌶条ୖを配管した䛔が䞉䞉䞉 པᡣ㒊のᗋ高をప䛟して、

१ॖঞথॺઌ૬ൾ਷३५ॸ঒ऋ
ൾ਷भउฎा॑ੰৠखऽघ

をᩜ設 た 䛹

䝣䝷䝑ト䛺པᡣにした䛔䛺䛑

३५ॸ঒ଡਛ
মシステムमؚ真空ポンプपेॉ଀ಓを੿成しؚ排水をลਬؚฅ೏घॊَ真空ঘॽॵॺُؚ排

水をลਬしؚ୎ଛघॊَ真空ଵଡ଼قลਬଵଡ଼ُؚك及び଀ಓを保੅घॊَ真空排水ఉُؚ真空排
水ఉを੿৿औचॊَ真空ॳগشঈَُؚ真空排水ఉඝ੿ೕَُؚਫ਼ੴᆀُपेॉଡ成औोてःऽ
घ。ลਬৎप空ਞऋ೴োघॊとؚ๱ఠ・ஷ৿のਉ౤とऩॉऽघのदؚ َਫ਼ੴᆀُをਝऐॊऒとद
空ਞをลॎङؚ঳৒୤の排水のाをลਬदऌॊेअपしてःऽघ。

ഴᩳ䝇イ䝑䝏

P

真空䝏䝳䞊䝤

真空排水ᘚ
ไᚚ┙

水఩検ฟ器

真空排水ᘚ

排水㟁ືᘚ

኱Ẽ㛤ᨺᘚ
ᅽຊ䝇イ䝑䝏

吸引㟁ືᘚ
真空排水ᘚ
ไᚚ┙

真空䝏䝳䞊䝤

真空集水
䝍ン䜽

水఩検ฟ器

ୗ水㐨䜈真空䝴䝙䝑ト

஘رऩॽش६पৌૢ

真空管㊰



ऒ॒ऩ用ಥपुઞइऽघ

真空排水
ঘॽॵॺ

৅ਗ਼ਃ৅ਗ਼ਃ৅ਗ਼ਃ真空排水ఉ

ਫ਼ੴᆀঘॽॵॺ

ॖঋথॺভৃभ例 ෘਝॺॖঞभൾ਷पآ

学校भ例 ਮૄऊैஞૄभ೶ஓؚൾ਷ଵभഠᄺ৲भ੝ఊৎपآ

य़ンॢग़জ॔ृ಼૩ৎのೂ୔ৃਚपुৌૢشৈச੊ଡ଼のঃپ

下水੊ष

ৈச੊ଡ଼

ೂ୔ਚ

下水੊ष

真空排水
ঘॽॵॺ

下水੊ष
ਫ਼ੴᆀঘॽॵॺ

真空
排水ఉ

ਗ਼౺ष

੝ఊ

৭৒਀

排水䝟䝍䞊ン 建物用途 䠍䠑䠌䠌型 䠔䠌䠌型 ２䠑䠌型䠔䠌-特型

連続排水 集ྜఫᏯ 䖂 䖂 䇷 䇷 䇷

連続排水 ᐁබᗇ䞉事ົ所 䖂 䖂 䇷

᩿続排水 䜶䝇䝔䝃䝻ン 䕿 䕿 䖂

᩿続排水 ႚⲔᗑ 䇷 䖂 䖂

便所

小つᶍ
２䜿௨ෆ

䇷 䇷

䖂

䖂

䇷
୰小つᶍ
䠑䠌ᮍ‶䜿

䖂 䖂

䇷

䇷

䖂

୰つᶍ
䠑䠌䡚䠕䠕䜿

䖂 䖂 䇷 䇷 䇷

኱つᶍ
䠍䠌䠌䡚䠍䠐䠌䜿

䖂 䇷 䇷 䇷 䇷

ਈి؟ٵ ૭ૢి؟س ૭ਂૢి؟ٕ

吸引ᙧ式

䕿

䇷

䇷

䖂

䖂

䠓䠑䠌型

連続吸引 㠀連続吸引

（Ｃ-䠍） （Ｃ-２） （Ｃ-䠏） （䠥-䠍） （䠥-２）

䖂
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❧㠃ᅗ

ᖹ㠃ᅗ

㔜㔞 約２䠑䠏kg（䝍ン䜽空）

ୖ㒊䝍ン䜽 約䠓䠑L

ୗ㒊䝍ン䜽 約䠑䠌L

排水⬟ຊ 䠒䠐䠊䠔L/min（ᐇ ್）

真空ポン䝥㉳ື㡢 䠓䠌䡀B（ᐇ ್）

኱Ẽ㛤ᨺᘚ⤥Ẽ㡢 䠒２䡀B（ᐇ ್）

஑ૄ
真空集水䝍ン䜽ᩘ ᴫせ

䠍䠑䠌䠌型 ２ᇶ

真空集水䡼䢙䡴(䃥800×1400h)を2ᇶ୪ิ設置し、஺஫に吸引し連続排水にᑐ
ᛂする䡸䡹䡿䢍

ഛ⪃
䐟䡸䡹䡿䢍೵Ṇ᫬間䠖約150⛊ 䐠集水㔞䠖475䉭
䐡吸引⬟ຊ䠖約190䉭/ศ

䠔䠌䠌型 ２ᇶ

୺真空集水䡼䢙䡴(䃥800×1100h)と๪集水䡼䢙䡴(䃥650×900h)を設置し、୺集水
䡼䢙䡴の排水を行って䛔る間、๪集水䡼䢙䡴にて吸引する䡸䡹䡿䢍

ഛ⪃
䐟䡸䡹䡿䢍೵Ṇ᫬間䠖約120⛊ 䐠๪集水䡼䢙䡴集水㔞䠖150䉭
䐡吸引⬟ຊ䠖約80䉭/ศ

䠓䠑䠌型

䠍ᇶ

真空集水䡼䢙䡴(䃥800×1400h)を1ᇶ設置し、1日の集水㔞(475䉭௨ෆ)をኪ間に
排ฟする

ഛ⪃

２䠑䠌型

䠍ᇶ

真空集水䡼䢙䡴(䃥650×900)を䠍ᇶ設置し、約150䉭集水すると真空◚ቯし集水䡼
䢙䡴ෆの㈓␃水を排水する

ഛ⪃

䡸䡹䡿䢍೵Ṇ᫬間䠖約120⛊

䠔䠌-特型

䠍ᇶ

ഛ⪃

䐟排水吸引⬟ຊ䠖64.8䉭/ศ(ᐇ ್)
䐠ୖୗ集水䡼䢙䡴୍య໬ᚋの設ᐃᅽ᚟ᪧ᫬間䠖10⛊

(75kPa䋻55kPa)

䈜ୖグ排水流㔞の್䛿、真空ポン䝥⬟ຊ6.2（䉭/s）、 設ᐃᅽຊ 45kPa䡚55kPa

真空集水䡼䢙䡴(䃥450×530h)と、真空集水䡼䢙䡴(䃥450×415h)をୖୗに連⤖し、
連続排水にᑐᛂする䡸䡹䡿䢍

᫨間に集水㔞が475䉭に㐩した場ྜ、真空◚ቯし排水を行䛖
間(約150⛊)、䡸䡹䡿䢍䛿೵Ṇ≧ែ

連

続

吸

引

㠀

連

続

吸

引

（Ｃ-䠍）

（Ｃ-２）

（Ｃ-䠏）

（䠥-䠍）

（䠥-２）

吸引ᙧ式



䠍䠊䐟真空ポン䝥に䜘り配管䝅䝇䝔䝮を㈇ᅽにし、䐠検知桝に⁀䜑䜙䜜た排水が୍ᐃ㔞に䛺ると䐡真空排水ᘚが୍ᐃの᫬間㛤䛝
䐢真空集水管を௓して集水䝍ン䜽に吸引さ䜜る。

２䠊吸引さ䜜た排水䛿集水䝍ン䜽の䐣ୖ㒊䝍ン䜽䛚䜘び䐤連㏻㟁ືᘚを㏻㐣して、䐥ୗ㒊䝍ン䜽に⁀䜑䜙䜜る。

䠏䠊䐦水఩検ฟ器に䜘り䐥ୗ㒊䝍ン䜽に排水が約4 0L ⁀䜑䜙䜜ると䐤連㏻㟁ືᘚが㛢䛨る。
䠐䠊䐤連㏻㟁ືᘚが㛢䜑ษると䐧኱Ẽ㛤ᨺᘚと䐨排水㟁ືᘚが㛤䛝、䐥ୗ㒊䝍ン䜽ෆの㈓␃さ䜜た排水が⮬↛流ୗさ䜜る。

䠑䠊䐥ୗ㒊䝍ン䜽ෆの㈓␃さ䜜た排水が⮬↛流ୗさ䜜て䛔る間、䐠検知桝か䜙の排水䛿䐣ୖ㒊䝍ン䜽に⁀䜑䜙䜜る。
䠒䠊䐥ୗ㒊䝍ン䜽の排水が⤊䜟りḟ➨、䐧኱Ẽ㛤ᨺᘚと䐨排水㟁ືᘚが㛢まる。
䠓䠊䛭のᚋ、䐤連㏻㟁ືᘚが㛤䛝、䐣ୖ㒊䝍ン䜽ෆの排水を䐥ୗ㒊䝍ン䜽に流ฟする。（௨㝆、ୖグの吸引ື作を⧞り㏉す）
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ลਬ৫઩

१ॖঞথॺઌ૬ൾ਷३५ॸ঒भ特ඉ
⋇ইজشऩਝੑपৌૢ

ลਬૐ਷घॊञीपؚజਟ
भ੎ৡ্ૄ३५ॸ঒भेअ
ऩଦଵᐉଦऋਂਏ

⋈ൾ਷ଵभ
য়ठ঱ऑ૭ચ

ৣమप୶஭॑ଖइङؚଦଵ
॑ഢਝ૭ચ

⋉৵ઠྫྷ

৵ઠྫྷेॊൾ਷ลਬभञीؚ
ᆛ੼द઱ੵਙऋઍಔ

⋊ਂ఻়ৎभႝਞ؞
ൾ਷भఄങऩख

३५ॸ঒৔मؚଞप଀ಓद
ँॊञीআথ঍شঝऩनभ
ਂ఻়ৎपႝਞؚൾ਷भఄ
ങऩनऋऩः

⋋ਈిઈૡ૭ચ

ૐ਷ৃਚप়ॎचथ଀ಓਝ
৒ऋदऌॊञीؚਈిઈૡ
धऩॉؚ੄ग़ॿঝॠش৲॑
௕ॊऒधऋ૭ચ

⋌ওথॸॼথ५ઍಔ

ૐ਷ॱথॡ৖भाभ৿ৡਗ਼౺
भञीؚওথॸॼথ५ऋઍಔ

⋍ළ਷ဓਂਏ

਷৚ॉपमؚਫ਼ੴᆀभादे
ःभद੝ఊੵ事पउऐॊᐚ৬
ੵ事ऋઍಔ

⋎๱ఠஷ৿ੰ଎

૬ਞ॑ลਬखऩःञीؚ๱
ఠ؞ஷ৿ਖ਻॑ੰ଎

䐧኱Ẽ㛤ᨺᘚ 㛢

排水

䐠検知桝

䐢真空集水管

䐡真空排水ᘚ

水఩
検ฟ器

（トイ䝺䞉Ὑ℆排水等）

排水

P

䐟真空ポン䝥

䐣ୖ㒊䝍ン䜽

䐤連㏻㟁ືᘚ 㛤

䐥ୗ㒊䝍ン䜽

බඹୗ水㐨䜈

䐨排水㟁ືᘚ
㛢

䐦水఩
検ฟ器
（㟁ᴟᲬ）

吸引㟁ືᘚ

䐧኱Ẽ㛤ᨺᘚ 㛤

排水
䐣ୖ㒊䝍ン䜽

䐤連㏻㟁ືᘚ 㛢

䐥ୗ㒊䝍ン䜽

බඹୗ水㐨䜈

䐨排水㟁ືᘚ
㛤

䐦水఩
検ฟ器
（㟁ᴟᲬ）

䐧኱Ẽ㛤ᨺᘚ 㛢

排水
䐣ୖ㒊䝍ン䜽

䐤連㏻㟁ືᘚ 㛤

䐥ୗ㒊䝍ン䜽

බඹୗ水㐨䜈

䐨排水㟁ືᘚ
㛢

䐦水఩
検ฟ器
（㟁ᴟᲬ）

ൾ਷ીവൾ਷র

ᅽຊ䝇イ䝑䝏

⧞り㏉し



建物用途 㥐ᵓෆ㥐ົᐊ 設置機種 250型᩿続排水式

接続器具 ―

与条件
༢⊂ฎ⌮ί໬ᵴ஧䞄所の排水を、⮬↛໙配にてබඹୗ水㐨にᨺ流するに䛿、流入管ᗏが῝
すぎて無⌮であった。

計画のポイント
真空ﾕﾆｯﾄ及び検知桝ﾕﾆｯﾄの設置場所を計画し、真空排水ᘚ作ືᅽが☜ᐇに☜ಖで䛝る䜘䛖、
真空管(φ13)を༢⊂配管とした。また、検知桝を土୰ᇙ設するた䜑、ಖㆤの䡶䢙䡴䢔- ﾄ桝を計画し
た。

採用事例No.ڭ കༀ⋇

建物用途 㥐⯋ 設置機種 250型᩿続排水式

接続器具 㥐ົᐊ(流し䠍組)、኎ᗑ(ᡭὙ器䠍組)、㣧㣗ᗑ(ᗑ⯒㠃✚14 . 9 䟝)

与条件 排水⤒㊰に䡭ｯ䢈䢛䡼䢚䡯䢙があり、䢊䢛䢙䢈䢛䡭ｯ䢈䢛にて排水する䛣とがで䛝䛺かった。

計画のポイント

真空ﾕﾆｯﾄ及び検知桝ﾕﾆｯﾄの設置場所を計画し、排水㈇Ⲵを計⟬し集水䡼䢙䡴ᐜ㔞を
Ỵᐃした。また、吸引管ෆの⁀まり水の水㢌ᅽが吸引ᅽにᙳ㡪し䛺䛔䜘䛖኱Ẽ吸引
ᘚをే設するとకに真空排水ᘚ作ືᅽが☜ᐇに☜ಖで䛝る䜘䛖、真空管(φ13)を༢⊂
配管とした。

採用事例No.ڮ കༀ⋈

（䠥-２）

（䠥-２）



建物用途 高等学校 設置機種
1000型連続排水式＋検知
桝ﾕﾆｯﾄ2組

接続器具 洋風便器4組 小便器6組＋人研ぎ流し(水栓6組)＋掃除用流し

与条件
1階便所の配管及び衛生器具更新を計画するが、土間斫りが困難である事と、工期
が無かった(10日)。

計画のポイント
真空ﾕﾆｯﾄ及び検知桝ﾕﾆｯﾄの設置場所を計画し、排水を2系統に集約して吸引を行っ
た。また、各々の流入高さを調べ、検知桝を作成した。

採用事例No.３ 学校

・真空ポンプを利用した排水システムとして特許取得。
【件 名】排水装置及び排水システム
【特許番号】特許第5865611 
【登 録 日】平成28年1月8日
【出願番号】2011-140600

・上下タンクを保有した真空ポンプの排水装置として特許を出願中。
【件 名】排水装置
【出願番号】特願2018-223707

関連特許

（Ｃ-２）
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